
ロータリーソング斉唱 川上幹事へバッチ引継ぎ石井会長へバッチ引継ぎ

タイに行ってきます！卓話『今年度の方針について』　石井会長、川上幹事
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７月第１例会　７月４日（金）７月第１例会　７月４日（金）

週 報

Weekly Report 
Rotary Club of Mito-Minami水戸南

  ロータリークラブ
RIテーマ：よいことのために手を取りあおう　地区スローガン：時は今 ところ足元 そのことに 打ち込む命 永久の御命
クラブ会長方針：『Enjoy Rotary！』（ロータリーを楽しもう！）

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

タイ・シーロムRC会長就任式・友好クラブ調印
式、グローバル補助金を活用した医療機器贈呈式に
参加しました
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　（19名）
鈴木（憲）、石川（啓）、兼子、石井、米田、原口、廣澤、
谷島、橋本、川澄、宇留野、山崎、録田、中庭、桑名、高梨、
薗部、鈴木（優）、川上

タイ・シーロムRC会長就任式・友好クラブ調印式
が開催されました
①７月５日㈯
友好クラブのタイ・シーロムRCの会長就任式・
友好クラブ調印式で、石井会長がシーロムRCネ
リー会長就任へのお祝いスピーチを行いました。
また、水戸南RC訪問団全員でステージにて、リ
クエストされた歌「昴（すばる）｣をお祝いとして
熱唱させていただきました。
②７月７日㈪
グローバル補助金を活用した医療機器贈呈式でア
ムナートチャルーン病院、カンタルーク病院を訪
問し、現地での稼働状況を確認しました。

1－3奉仕研究会が開催されます
日　時：7月17日㈭　勉強会 18:30～
　　　　　　　　　　懇親会 19:00～
会　場：でん助　大工町1-6-6-18
　
次回例会日程
日　時：７月18日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：親睦の時間「７月の誕生祝い」
　　　　卓話「ガバナー公式訪問に備えて」

金澤卓也第3分区ガバナー補佐（水戸西RC）
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2025年７月11日（金）

 1. 点鐘・開会 
 2. ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 石井浩一会長
 5. 雑誌の時間 鈴木由紀子雑誌委員長
 6. 会　食
 7. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
 8. 幹事報告

―　休　憩（１分間）　―
 9. クラブ協議会「委員会事業計画」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、
親睦活動、会場運営、プログラム、
公共イメージ、会報、IT資料、雑誌、
奉仕プロジェクト、職業奉仕、社会奉仕、
青少年奉仕、国際奉仕・姉妹友好クラブ、
ロータリー財団、米山記念奨学、
ニコニコBOX、会計

10. ロータリーソング
11. 点鐘・閉会

７月第２例会プログラム

Vol.53  No2（第2422）－１ 2025年（令和7年）７月11日（金）

母子の健康月間

■会員メークアップ
７/２　水戸西RC　大金　誠

■米山BOX（７月４日（金）扱）
井澤卓司会員……米山功労者献金(第3回)

10,000円（累計930,000円）
宇留野秀一会員…米山功労者献金(第6回)

10,000円（累計360,000円）
小泉正史会員……米山功労者献金(第3回)

10,000円（累計230,000円）
平山桜子会員……米山功労者献金(第7・8回)

20,000円（累計180,000円）
上野義哉会員……米山功労者献金(第2・3回)

20,000円（累計130,000円）
藤沼賢二会員……準米山功労者献金(第4回)

10,000円（累計 40,000円）
桑名武之会員……準米山功労者献金（第4回）

10,000円（累計 40,000円）

■財団BOX（７月４日（金）扱）
鈴木憲一会員……財団の友献金（第10回）

＄100　 14,500円(累計＄22,000）
米田英雄会員……メモリアル・コントリビューター（母 すみの為に）
　　　　　　　　財団の友献金（第5回）

＄100　 14,500円(累計 ＄5,500）
川上英則会員……ポール・ハリス・ソサエティ献金（第3～10、1・2回）

＄1,000　145,000円（累計 ＄4,200）
宇留野秀一会員…財団の友献金（第7回）

＄100　 14,500円(累計 ＄3,700）
小泉正史会員……財団の友献金（第7回）

＄100　 14,500円(累計 ＄2,700）
藤沼健二会員……財団の友献金（第6回）

＄100　 14,500円（累計 ＄600）

■ニコニコＢＯＸ（７月４日㈮扱）

この計　　　７件　　　90,000円

この計　　　６件　　　$1,500　　　217,500円

川上英則会員……
廣澤一浩会員・録田幸裕会員
　　　　　　……
笹館康男会員……
米田英雄会員……
深谷　智会員……
水口二良会員……
根本祐次会員・宇留野秀一会員
　　　　　　……
篠原　勉会員……
兼子充裕会員……

島根昌明会員・赤岩賢二会員・米川幸喜会員・小泉正史会員・
上野義哉会員・薗部まゆみ会員・谷島孝明会員・久保田規子会員
　　　　　　……
川﨑英輝会員……
鈴木由紀子会員…
原口一吉会員……
長岡秀典会員……

鈴木さちよ会員…
石川啓司会員……

中庭浩実会員……

平山桜子会員……

会員の皆様、一年間どうぞ宜しくお願いします。

石井会長、川上幹事一年間、宜しくお願いします。
会長、幹事、理事役員の皆様宜しくお願いします。
石井会長、川上幹事一年間頑張って下さい。
石井会長、川上幹事一年間宜しくお願いします。
石井、川上年度の出発を祝して。

石井会長、川上幹事一年間頑張って下さい。
石井会長、川上幹事、今年度宜しくお願いします。
前年度、慰労会有難うございました。石井会長、
川上幹事一年間宜しくお願いします。

石井会長、川上幹事一年間宜しくお願い致します。
石井年度スタートです！一年間宜しくお願いします。
石井会長、川上幹事、今年度宜しくお願い致します。
BKKへの行き帰り守られますように！
今年度、会場運営委員長をやらせていただくこと
になりました。一年間宜しくお願い致します。
新年度宜しくお願いします。
グローバルグラントの資金活用のプロジェクト、
タイ北東部の２つの地方病院への医療器材贈呈の
ツアーに行って参ります。
石井会長、川上幹事、今年度も宜しくお願いしま
す。バンコクでも宜しくお願いします。
石井会長、川上幹事一年間宜しくお願いします。

この計　　　27件　　　103,000円

前週訂正出席率73.91％
（　）は、Zoom75名 45＋（2）名 28名 70.15％７月第１例会（７月４日）

出席状況
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■2024-2025年度の出席100％会員は下記の方々です。
赤岩賢二　　藤沼健二　　深谷　智　　二川隆司　　原口一吉
長谷川國雄　　平山桜子　　人見光一　　石井浩一　　石川啓司
井澤卓司　　兼子充裕　　川上英則　　川﨑英輝　　小泉正史
水口二良　　中庭浩実　　根本 次　　大金　誠　　小川啓子
岡村太郎　　太田聖史　　録田幸裕　　笹館康男　　島根昌明
篠原　勉　　薗部まゆみ　　鈴木憲一　　上野義哉　　宇留野秀一
谷島孝明　　米田英雄　　米川幸喜　　　　　　　（計33名）



新旧の会長幹事石井年度委員長の皆様

2025-2026年度　委員会事業計画水戸南RC年間予定／2025～2026　石井年度

７月第１例会
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地区大会記念親善野球大会 10月５日㈰

ロータリーポリオデー 10月26日㈰

地区第１回会長幹事会 ８月10日㈰

地区第２回会長幹事会 11月15日㈯

地区大会記念ゴルフ大会 ４月20日㈪

国際大会（台北） ６月13日㈯～17日㈬

月

例会数
ガバナー公式訪問 7月25日㈮

第３分区親睦ゴルフ大会 10月22日㈬

水戸市内RC親睦野球大会 月 日

水戸市内6RC合同例会 11月28日㈮

水戸さくらRCとの合同例会 ４月20日㈪

第３分区IM ２月14日㈯

地区大会 11月15日㈯・16日㈰

対外行事：
…夜の例会（11回）　◯…昼の例会（31回）

行事＆卓話 例会以外の活動
卓話「今年度の方針について」会長・幹事
クラブ協議会（委員会事業計画発表)
ガバナー公式訪問に備えて(第３分区ガバナー補佐)
瀬戸隆海ガバナー公式訪問

卓話「会員増強及び新クラブ結成推進月間に因んで」
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
※ミリオンダラーミール
納涼家族例会
卓話「基本的教育と識字率向上月間に因んで」

クラブ懇談会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「米山月間に因んで」

ロータリーポリオデー ー10月24日㈮例会変更ー

卓話「ロータリー財団月間に因んで」
地区大会 ー11月14日㈮の例会変更ー
※ミリオンダラーミール
水戸市内6RC合同例会に変更
クラブ協議会・年次総会「次年度理事・役員選出」
卓話「疾病予防と治療月間に因んで」
クラブ忘年会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
クラブ協議会（上半期実績報告・下半期活動計画）

新年家族例会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
※ミリオンダラーミール
第3分区IM　ー２月13日㈮の例会変更ー

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「水と衛生月間に因んで」

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
クラブ懇談会
卓話「環境月間に因んで」

水戸さくらRCとの合同例会 ー４月17日㈮の例会変更ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「青少年奉仕月間に因んで」
職場訪問　場所・未定

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
委員会事業実績報告Ⅰ
委員会事業実績報告Ⅱ

会長・幹事慰労会

7月 4日
7月11日
7月18日
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8月 1日
8月 8日
8月15日
8月22日
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9月 5日
9月12日
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11月21日
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1月 2日
1月 9日
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2月 6日
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2月27日
3月 6日
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3月27日
4月 3日
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第１回理事会 ６月23日㈪
1－3奉仕研究会 ７月17日㈭
ロータリー財団研究会 ７月12日㈯、奉仕プロジェクト研究会 ７月19日㈯
青少年奉仕研究会 ７月27日㈰、
第２回理事会 ７月28日㈪
1－3奉仕研究会 ８月21日㈭
地区第１回会長幹事会 ８月10日㈰
米山合同セミナー ８月24日㈰

第３回理事会 ９月１日㈪
1－3奉仕研究会 ９月11日㈭ 

第４回理事会 ９月29日㈪
1－3奉仕研究会 10月９日㈭
地区大会記念野球大会 10月５日㈰
第３分区ゴルフ親善大会 10月22日㈬
第５回理事会 10月27日㈪
1－3奉仕研究会 11月13日㈭、第２回会長幹事会 11月15日㈯
地区大会（於 ホテル日航つくば・つくば市立ノバホール) 11月15日㈯・16日㈰
水戸６クラブ合同例会(水戸南RC担当) 11月28日㈮

第６回理事会 12月１日㈪
1－3奉仕研究会 12月11日㈭

第７回理事会 １月６日㈫
1－3奉仕研究会 １月15日㈭

第８回理事会 ２月２日㈪
1－3奉仕研究会 ２月12日㈭
第３分区IM ２月14日㈯

第９回理事会 ３月２日㈪
1－3奉仕研究会 ３月12日㈭

第10回理事会 ３月30日㈪
1－3奉仕研究会 ４月９日㈭
地区大会記念ゴルフ大会 ４月20日㈪　　　　　　

第11回理事会 ４月27日㈪
1－3奉仕研究会 ５月14日㈭

第12回理事会 ６月１日㈪
1－3奉仕研究会 ６月11日㈭
国際大会（於 台北） ６月13日㈯～17日㈬
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出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。

⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。

⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）

⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。

⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。

⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。

⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。

⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。

⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。

⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。

社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する

・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。

⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。

⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。

⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討

⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。

⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。

⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。

⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。

⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）

⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上

2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」

米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。
⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。
⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。
⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。
⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。
⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。
⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。
⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。
⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。

⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。

⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。

⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。

・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。

・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。

・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集

⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。

⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。

⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。

2025-2026年度　委員会事業計画2025-2026年度　委員会事業計画

出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。

⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。

⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）

⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。

⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。

⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。

⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。

⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。

⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。

⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。

社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する

・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。

⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。

⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。

⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討

⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。

⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。

⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。
⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。
⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）
⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上
2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」
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米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。
⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。
⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。
⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。
⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。
⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。
⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。
⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。
⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。
⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。
⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。
⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。
・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。
・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。
・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集
⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。
⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。
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地区大会記念親善野球大会 10月５日㈰

ロータリーポリオデー 10月26日㈰

地区第１回会長幹事会 ８月10日㈰

地区第２回会長幹事会 11月15日㈯

地区大会記念ゴルフ大会 ４月20日㈪

国際大会（台北） ６月13日㈯～17日㈬

月

例会数
ガバナー公式訪問 7月25日㈮

第３分区親睦ゴルフ大会 10月22日㈬

水戸市内RC親睦野球大会 月 日

水戸市内6RC合同例会 11月28日㈮

水戸さくらRCとの合同例会 ４月20日㈪

第３分区IM ２月14日㈯

地区大会 11月15日㈯・16日㈰

対外行事：
…夜の例会（11回）　◯…昼の例会（31回）

行事＆卓話 例会以外の活動
卓話「今年度の方針について」会長・幹事
クラブ協議会（委員会事業計画発表)
ガバナー公式訪問に備えて(第３分区ガバナー補佐)
瀬戸隆海ガバナー公式訪問

卓話「会員増強及び新クラブ結成推進月間に因んで」
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
※ミリオンダラーミール
納涼家族例会
卓話「基本的教育と識字率向上月間に因んで」

クラブ懇談会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「米山月間に因んで」

ロータリーポリオデー ー10月24日㈮例会変更ー

卓話「ロータリー財団月間に因んで」
地区大会 ー11月14日㈮の例会変更ー
※ミリオンダラーミール
水戸市内6RC合同例会に変更
クラブ協議会・年次総会「次年度理事・役員選出」
卓話「疾病予防と治療月間に因んで」
クラブ忘年会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
クラブ協議会（上半期実績報告・下半期活動計画）

新年家族例会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
※ミリオンダラーミール
第3分区IM　ー２月13日㈮の例会変更ー

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「水と衛生月間に因んで」

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
クラブ懇談会
卓話「環境月間に因んで」

水戸さくらRCとの合同例会 ー４月17日㈮の例会変更ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「青少年奉仕月間に因んで」
職場訪問　場所・未定

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
委員会事業実績報告Ⅰ
委員会事業実績報告Ⅱ

会長・幹事慰労会

7月 4日
7月11日
7月18日
7月25日
8月 1日
8月 8日
8月15日
8月22日
8月29日
9月 5日
9月12日
9月19日
9月26日
10月 3日
10月10日
10月17日
10月26日
10月31日
11月 7日
11月16日
11月21日
11月28日
12月 5日
12月12日
12月19日
12月26日
1月 2日
1月 9日
1月16日
1月23日
1月30日
2月 6日
2月14日
2月20日
2月27日
3月 6日
3月13日
3月20日
3月27日
4月 3日
4月10日
4月20日
4月24日
5月 1日
5月 8日
5月15日
5月22日
5月29日
6月 5日
6月12日
6月19日
6月26日

㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈰
㈮
㈮
㈰
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈯
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈪
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮

例会日
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
●
〇
〇
●

〇
〇
〇
〇
●
〇
〇
〇
●
〇
〇
●

〇
〇
●

〇
〇
●

〇
〇

●
〇
〇
●

〇
〇
●

〇
〇
〇
●
●

1
2
3
4
1
2
3
4
5
1
2
3
4
1
2
3
4
5
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
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1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
5
1
2
3
4
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第１回理事会 ６月23日㈪
1－3奉仕研究会 ７月17日㈭
ロータリー財団研究会 ７月12日㈯、奉仕プロジェクト研究会 ７月19日㈯
青少年奉仕研究会 ７月27日㈰、
第２回理事会 ７月28日㈪
1－3奉仕研究会 ８月21日㈭
地区第１回会長幹事会 ８月10日㈰
米山合同セミナー ８月24日㈰

第３回理事会 ９月１日㈪
1－3奉仕研究会 ９月11日㈭ 

第４回理事会 ９月29日㈪
1－3奉仕研究会 10月９日㈭
地区大会記念野球大会 10月５日㈰
第３分区ゴルフ親善大会 10月22日㈬
第５回理事会 10月27日㈪
1－3奉仕研究会 11月13日㈭、第２回会長幹事会 11月15日㈯
地区大会（於 ホテル日航つくば・つくば市立ノバホール) 11月15日㈯・16日㈰
水戸６クラブ合同例会(水戸南RC担当) 11月28日㈮

第６回理事会 12月１日㈪
1－3奉仕研究会 12月11日㈭

第７回理事会 １月６日㈫
1－3奉仕研究会 １月15日㈭

第８回理事会 ２月２日㈪
1－3奉仕研究会 ２月12日㈭
第３分区IM ２月14日㈯

第９回理事会 ３月２日㈪
1－3奉仕研究会 ３月12日㈭

第10回理事会 ３月30日㈪
1－3奉仕研究会 ４月９日㈭
地区大会記念ゴルフ大会 ４月20日㈪　　　　　　

第11回理事会 ４月27日㈪
1－3奉仕研究会 ５月14日㈭

第12回理事会 ６月１日㈪
1－3奉仕研究会 ６月11日㈭
国際大会（於 台北） ６月13日㈯～17日㈬
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出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。

⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。

⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）

⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。

⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。

⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。

⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。

⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。

⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。

⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。

社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する
・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。
⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。
⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。
⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討
⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。
⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。
⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。

⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。

⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）

⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上

2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」

米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。

⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。

⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。

⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。

⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。
⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。
⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。
⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。
⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。

⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。

⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。

⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。

・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。

・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。

・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集

⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。

⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。

⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。

2025-2026年度　委員会事業計画2025-2026年度　委員会事業計画

出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。
⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。
⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）
⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。

⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。

⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。

⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。

⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。

⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。

⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。

社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する
・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。
⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。
⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。
⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討
⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。
⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。
⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。
⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。
⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）
⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上
2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」
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米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。

⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。

⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。

⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。

⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。
⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。
⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。
⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。
⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。

⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。

⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。

⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。

・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。

・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。

・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集
⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。
⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。



2025-2026年度　委員会事業計画2025-2026年度　委員会事業計画

出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。

⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。

⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）

⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。
⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。
⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。
⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。
⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。
⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。
⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。
・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。
・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる
⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする
⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。
⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。
⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。
⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。
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社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する

・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。

⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。

⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。

⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討

⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。

⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。

⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。
⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。
⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）
⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上
2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」

米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。

⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。

⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。

⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。

⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。

⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。

⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。

⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。

⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。
⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。
⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。
⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。
・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。
・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。
・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集
⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。
⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。

2025-2026年度　委員会事業計画2025-2026年度　委員会事業計画

出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。

⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。

⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）

⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。
⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。
⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。
⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。
⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。
⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。
⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。
・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。
・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる
⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする
⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。
⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。
⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。
⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。
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社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する

・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。

⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。

⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。

⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討

⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。

⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。

⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。
⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。
⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）
⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上
2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」

米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。

⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。

⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。

⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。

⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。

⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。

⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。

⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。

⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。
⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。
⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。
⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。
・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。
・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。
・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集
⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。
⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。
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出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。
⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。
⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）
⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。
⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。
⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。
⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。
⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。
⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。
⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。
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社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する

・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。

⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。

⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。

⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討

⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。

⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。

⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。

⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。

⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）

⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上

2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」

米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。

⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。

⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。

⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。

⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。

⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。

⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。

⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。

⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。

⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。

⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。

⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。

・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。

・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。

・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集
⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。
⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。

2025-2026年度　委員会事業計画2025-2026年度　委員会事業計画

出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。
⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。
⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）
⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。
⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。
⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。
⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。
⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。
⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。
⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。
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社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する

・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。

⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。

⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。

⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討

⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。

⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。

⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。

⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。

⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）

⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上

2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」

米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。

⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。

⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。

⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。

⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。

⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。

⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。

⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。

⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。

⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。

⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。

⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。

・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。

・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。

・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集
⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。
⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。
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出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。

⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。

⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）

⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。

⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。

⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。

⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。

⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。

⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。

⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。

社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する

・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。

⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。

⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。

⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討

⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。

⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。

⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。
⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。
⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）
⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上
2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」
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米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。
⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。
⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。
⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。
⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。
⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。
⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。
⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。
⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。
⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。
⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。
⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。
・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。
・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。
・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集
⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。
⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。 新旧の会長幹事石井年度委員長の皆様

2025-2026年度　委員会事業計画水戸南RC年間予定／2025～2026　石井年度

７月第１例会
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地区大会記念親善野球大会 10月５日㈰

ロータリーポリオデー 10月26日㈰

地区第１回会長幹事会 ８月10日㈰

地区第２回会長幹事会 11月15日㈯

地区大会記念ゴルフ大会 ４月20日㈪

国際大会（台北） ６月13日㈯～17日㈬

月

例会数
ガバナー公式訪問 7月25日㈮

第３分区親睦ゴルフ大会 10月22日㈬

水戸市内RC親睦野球大会 月 日

水戸市内6RC合同例会 11月28日㈮

水戸さくらRCとの合同例会 ４月20日㈪

第３分区IM ２月14日㈯

地区大会 11月15日㈯・16日㈰

対外行事：
…夜の例会（11回）　◯…昼の例会（31回）

行事＆卓話 例会以外の活動
卓話「今年度の方針について」会長・幹事
クラブ協議会（委員会事業計画発表)
ガバナー公式訪問に備えて(第３分区ガバナー補佐)
瀬戸隆海ガバナー公式訪問

卓話「会員増強及び新クラブ結成推進月間に因んで」
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
※ミリオンダラーミール
納涼家族例会
卓話「基本的教育と識字率向上月間に因んで」

クラブ懇談会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「米山月間に因んで」

ロータリーポリオデー ー10月24日㈮例会変更ー

卓話「ロータリー財団月間に因んで」
地区大会 ー11月14日㈮の例会変更ー
※ミリオンダラーミール
水戸市内6RC合同例会に変更
クラブ協議会・年次総会「次年度理事・役員選出」
卓話「疾病予防と治療月間に因んで」
クラブ忘年会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
クラブ協議会（上半期実績報告・下半期活動計画）

新年家族例会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
※ミリオンダラーミール
第3分区IM　ー２月13日㈮の例会変更ー

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「水と衛生月間に因んで」

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
クラブ懇談会
卓話「環境月間に因んで」

水戸さくらRCとの合同例会 ー４月17日㈮の例会変更ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「青少年奉仕月間に因んで」
職場訪問　場所・未定

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
委員会事業実績報告Ⅰ
委員会事業実績報告Ⅱ

会長・幹事慰労会

7月 4日
7月11日
7月18日
7月25日
8月 1日
8月 8日
8月15日
8月22日
8月29日
9月 5日
9月12日
9月19日
9月26日
10月 3日
10月10日
10月17日
10月26日
10月31日
11月 7日
11月16日
11月21日
11月28日
12月 5日
12月12日
12月19日
12月26日
1月 2日
1月 9日
1月16日
1月23日
1月30日
2月 6日
2月14日
2月20日
2月27日
3月 6日
3月13日
3月20日
3月27日
4月 3日
4月10日
4月20日
4月24日
5月 1日
5月 8日
5月15日
5月22日
5月29日
6月 5日
6月12日
6月19日
6月26日

㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈰
㈮
㈮
㈰
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈯
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈪
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮

例会日
〇
〇
〇
〇
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〇
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〇
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〇
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〇
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〇
〇
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1
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1
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1
2
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第１回理事会 ６月23日㈪
1－3奉仕研究会 ７月17日㈭
ロータリー財団研究会 ７月12日㈯、奉仕プロジェクト研究会 ７月19日㈯
青少年奉仕研究会 ７月27日㈰、
第２回理事会 ７月28日㈪
1－3奉仕研究会 ８月21日㈭
地区第１回会長幹事会 ８月10日㈰
米山合同セミナー ８月24日㈰

第３回理事会 ９月１日㈪
1－3奉仕研究会 ９月11日㈭ 

第４回理事会 ９月29日㈪
1－3奉仕研究会 10月９日㈭
地区大会記念野球大会 10月５日㈰
第３分区ゴルフ親善大会 10月22日㈬
第５回理事会 10月27日㈪
1－3奉仕研究会 11月13日㈭、第２回会長幹事会 11月15日㈯
地区大会（於 ホテル日航つくば・つくば市立ノバホール) 11月15日㈯・16日㈰
水戸６クラブ合同例会(水戸南RC担当) 11月28日㈮

第６回理事会 12月１日㈪
1－3奉仕研究会 12月11日㈭

第７回理事会 １月６日㈫
1－3奉仕研究会 １月15日㈭

第８回理事会 ２月２日㈪
1－3奉仕研究会 ２月12日㈭
第３分区IM ２月14日㈯

第９回理事会 ３月２日㈪
1－3奉仕研究会 ３月12日㈭

第10回理事会 ３月30日㈪
1－3奉仕研究会 ４月９日㈭
地区大会記念ゴルフ大会 ４月20日㈪　　　　　　

第11回理事会 ４月27日㈪
1－3奉仕研究会 ５月14日㈭

第12回理事会 ６月１日㈪
1－3奉仕研究会 ６月11日㈭
国際大会（於 台北） ６月13日㈯～17日㈬
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出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。

⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。

⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）

⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。

⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。

⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。

⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。

⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。

⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。

⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。

社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する

・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。

⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。

⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。

⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討

⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。

⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。

⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。

⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。

⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）

⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上

2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」

米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。
⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。
⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。
⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。
⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。
⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。
⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。
⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。
⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。

⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。

⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。

⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。

・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。

・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。

・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集

⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。

⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。

⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。
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出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。
⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。
⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）
⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。

⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。

⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。

⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。

⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。

⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。

⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。

社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する
・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。
⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。
⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。
⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討
⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。
⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。
⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。
⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。
⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）
⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上
2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」
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米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。

⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。

⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。

⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。

⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。
⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。
⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。
⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。
⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。

⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。

⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。

⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。

・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。

・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。

・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集
⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。
⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。
⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。 新旧の会長幹事石井年度委員長の皆様

2025-2026年度　委員会事業計画水戸南RC年間予定／2025～2026　石井年度

７月第１例会
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地区大会記念親善野球大会 10月５日㈰

ロータリーポリオデー 10月26日㈰

地区第１回会長幹事会 ８月10日㈰

地区第２回会長幹事会 11月15日㈯

地区大会記念ゴルフ大会 ４月20日㈪

国際大会（台北） ６月13日㈯～17日㈬

月

例会数
ガバナー公式訪問 7月25日㈮

第３分区親睦ゴルフ大会 10月22日㈬

水戸市内RC親睦野球大会 月 日

水戸市内6RC合同例会 11月28日㈮

水戸さくらRCとの合同例会 ４月20日㈪

第３分区IM ２月14日㈯

地区大会 11月15日㈯・16日㈰

対外行事：
…夜の例会（11回）　◯…昼の例会（31回）

行事＆卓話 例会以外の活動
卓話「今年度の方針について」会長・幹事
クラブ協議会（委員会事業計画発表)
ガバナー公式訪問に備えて(第３分区ガバナー補佐)
瀬戸隆海ガバナー公式訪問

卓話「会員増強及び新クラブ結成推進月間に因んで」
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
※ミリオンダラーミール
納涼家族例会
卓話「基本的教育と識字率向上月間に因んで」

クラブ懇談会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「米山月間に因んで」

ロータリーポリオデー ー10月24日㈮例会変更ー

卓話「ロータリー財団月間に因んで」
地区大会 ー11月14日㈮の例会変更ー
※ミリオンダラーミール
水戸市内6RC合同例会に変更
クラブ協議会・年次総会「次年度理事・役員選出」
卓話「疾病予防と治療月間に因んで」
クラブ忘年会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
クラブ協議会（上半期実績報告・下半期活動計画）

新年家族例会
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
※ミリオンダラーミール
第3分区IM　ー２月13日㈮の例会変更ー

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「水と衛生月間に因んで」

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
クラブ懇談会
卓話「環境月間に因んで」

水戸さくらRCとの合同例会 ー４月17日㈮の例会変更ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
ー定款第７条第１節（d）により休会ー
卓話「青少年奉仕月間に因んで」
職場訪問　場所・未定

ー定款第７条第１節（d）により休会ー
委員会事業実績報告Ⅰ
委員会事業実績報告Ⅱ

会長・幹事慰労会

7月 4日
7月11日
7月18日
7月25日
8月 1日
8月 8日
8月15日
8月22日
8月29日
9月 5日
9月12日
9月19日
9月26日
10月 3日
10月10日
10月17日
10月26日
10月31日
11月 7日
11月16日
11月21日
11月28日
12月 5日
12月12日
12月19日
12月26日
1月 2日
1月 9日
1月16日
1月23日
1月30日
2月 6日
2月14日
2月20日
2月27日
3月 6日
3月13日
3月20日
3月27日
4月 3日
4月10日
4月20日
4月24日
5月 1日
5月 8日
5月15日
5月22日
5月29日
6月 5日
6月12日
6月19日
6月26日

㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈰
㈮
㈮
㈰
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈯
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈪
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮
㈮

例会日
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
●
〇
〇
●

〇
〇
〇
〇
●
〇
〇
〇
●
〇
〇
●

〇
〇
●

〇
〇
●

〇
〇
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〇
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1
2
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1
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3
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1
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1
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1
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1
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1
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第１回理事会 ６月23日㈪
1－3奉仕研究会 ７月17日㈭
ロータリー財団研究会 ７月12日㈯、奉仕プロジェクト研究会 ７月19日㈯
青少年奉仕研究会 ７月27日㈰、
第２回理事会 ７月28日㈪
1－3奉仕研究会 ８月21日㈭
地区第１回会長幹事会 ８月10日㈰
米山合同セミナー ８月24日㈰

第３回理事会 ９月１日㈪
1－3奉仕研究会 ９月11日㈭ 

第４回理事会 ９月29日㈪
1－3奉仕研究会 10月９日㈭
地区大会記念野球大会 10月５日㈰
第３分区ゴルフ親善大会 10月22日㈬
第５回理事会 10月27日㈪
1－3奉仕研究会 11月13日㈭、第２回会長幹事会 11月15日㈯
地区大会（於 ホテル日航つくば・つくば市立ノバホール) 11月15日㈯・16日㈰
水戸６クラブ合同例会(水戸南RC担当) 11月28日㈮

第６回理事会 12月１日㈪
1－3奉仕研究会 12月11日㈭

第７回理事会 １月６日㈫
1－3奉仕研究会 １月15日㈭

第８回理事会 ２月２日㈪
1－3奉仕研究会 ２月12日㈭
第３分区IM ２月14日㈯

第９回理事会 ３月２日㈪
1－3奉仕研究会 ３月12日㈭

第10回理事会 ３月30日㈪
1－3奉仕研究会 ４月９日㈭
地区大会記念ゴルフ大会 ４月20日㈪　　　　　　

第11回理事会 ４月27日㈪
1－3奉仕研究会 ５月14日㈭

第12回理事会 ６月１日㈪
1－3奉仕研究会 ６月11日㈭
国際大会（於 台北） ６月13日㈯～17日㈬
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出席委員会
委員長　米川　幸喜

１.基本方針
　例会への出席は、ロータリー活動の原点です。
　会員の皆様が、あらゆるロータリーの会合や諸活
動に出席することを奨励し、会員相互の親睦を深め
られるよう出席率の向上を目指します。

２.事業計画
⑴今年度は、クラブ方針のもと例会出席率の数値目
標は設定しませんが、例会への出席、あらゆる会
合や諸活動に会員のみなさんに出席して頂くよう
奨励する。

⑵「らくらく連絡網」を活用し、会場運営委員会と
協力し食品ロス防止のため会員の例会出欠を把握
する。

⑶出席率100％の会員の方に、記念品を贈る。

親睦活動委員会
委員長　久保田規子

１.基本方針
　親睦活動委員会の本来の目的、「会員相互の交流
や親睦を深める」ことを基本に、会長、幹事、各委
員会との連携を図り、家族と共に楽しめる活動を推
進していく。

２.事業計画
⑴例会時におけるビジター・ゲストの受付及び紹介
⑵会員の誕生祝の進行
⑶家族例会、クリスマス会・忘年例会の企画運営
⑷ガバナー公式訪問、合同例会等の対応
⑸慶弔時の対応
⑹各種イベントの企画運営（長寿祝、移動親睦会
等）

⑺その他の行事の対応

会場運営委員会
委員長　長岡　秀典

１.基本方針
　今年度のクラブ方針をもとに、会場運営を円滑に
進めるため関連委員会と連携を取りながら会場運営
を進めていきます。

２.事業計画
⑴例会準備のために集合時間40分前を基本集合時

間とする。
⑵会場運営の主な活動、会場運営の確認、週報及び
資料の確認、メールボックスの資料配布、ビジ
ター・ゲストのお出迎え誘導案内など。

⑶食事メニューの充実を図り、IT資料委員会と協
力し無駄が出ないよう心がける。

⑷例会定刻前の着席、例会中の雑談をなくし威厳あ
る例会の雰囲気作りに努める。

プログラム委員会
委員長　谷島　孝明

１.基本方針
　月間プログラムの作成と司会進行を実施し、適切
な時間配分によりスムーズな例会運営を目指しま
す。
　卓話者については会長依頼事項の一つである地区
出前卓話を活用していきたいと思います。
　例会に参加した会員がまた例会に参加したい、例
会が楽しみというような企画をし、和やかな雰囲気
の中にも厳しさも感じられる進行に心がけてまいり
ます。

２.事業計画
⑴年間・月間のプログラムを作成する。
⑵理事会に例会プログラムを上程し、様々な意見を
取り入れながらバランスのとれたプログラムを企
画立案する。

⑶会長依頼事項の一つでもある地区出前卓話の活用
と、会員による卓話や各分野でご活躍されている
方々をご紹介いただき卓話の依頼をしていきたい
と思います。

⑷各委員会の皆様と協力しながら「Enjoy Rota-
ry！」ロータリーを楽しんでいただけたらと思
います。

公共イメージ委員会
委員長　鈴木さちよ

１.基本方針
　水戸南RCの理念、クラブ会長方針に沿い、奉仕
活動を地域社会の方々に認知度を高め、理解を深め
ていただくために、情報発信をしていく。

２.事業計画
⑴各委員会と連携、協力しながら、SNS（Insta-
gram、Facebook等）や、ホームページを活
用して情報発信、広報活動をタイムリーに行う。

⑵「ロータリーの友」へ寄稿すると共に会員にも寄
稿を募る。

⑶茨城新聞等のメディアで奉仕活動の広報を行う。
⑷各委員会と協力し、各事業内容と歴史を発信し
50年を超える活動の実績をアピールし、より高
い地域の評価が得られる事業を行う。

⑸FMぱるるんで放送されている「学童の帰宅時犯
罪防止CM」の継続

会報委員会
委員長　川﨑　紀子

１.基本方針
・週報の情報力を活用し、例会等に出席できなかっ
た会員も、週報を見ることで情報共有ができるよ
うな内容にしていきます。

・写真掲載・コメント等を取り入れながら、週報の
充実と楽しめる紙面の内容にしていきます。

２.事業計画
・クラブ活動、各奉仕活動の報告と予定の掲載をす
る。

・今週の例会、次回例会予定を明確に掲載する。
・各寄付金の現況報告の掲載をする。

IT資料委員会
委員長　小泉　正史

１.基本方針
⑴らくらく連絡網＋の各会員の活用促進
⑵My ROTARYの活用、登録
⑶ホームページ更新依頼
⑷FacebookやInstagramの活用

２.事業計画
⑴クラブ内の連絡手段としてらくらく連絡網＋を活
用する
利用方法など会員をサポートする
例会の出欠返信率をあげフードロスにつなげる

⑵My ROTARYを活用し新会員への登録のサポー
トをする

⑶クラブホームページの更新
奉仕活動や米山奨学生のレポートなどを毎月更新依
頼する会員増強に使える様に行事ごと等更新依頼
する。

⑷公共イメージ委員会と連携して、Facebookや
Instagramの活用を行う。

雑誌委員会
委員長　鈴木由紀子

１.基本方針
　ロータリアンの義務の一つである「ロータリーの
友」の購読を勧め、ロータリアンとしての活動する
きっかけの一つとなるよう努力をしたい。

２.事業計画
⑴「ロータリーの友」の記事の紹介
⑵「ロータリーの友」への投稿の案内

奉仕プロジェクト委員会
委員長　兼子　充裕

１.基本方針
　職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕・姉
妹友好クラブの各委員会が効果的に奉仕活動できる
よう協力しアドバイスなどを行う。

２.事業計画
⑴上半期に情報集会を開催し、委員会活動などを理
解していただくとともにより良い奉仕活動の実践
にむけ連携を図り、協力しながら実現できるよう
サポートする。

⑵下半期にも情報集会を開催し、各委員会の報告を
もとに、より良い奉仕活動の実践を目指す。

職業奉仕委員会
委員長　二川　隆司

１.基本方針
　職業奉仕の意義と目的、委員会活動などを会員の
皆様に理解して頂くと共に「四つのテスト」に基づ
き、各自の職業を通じて社会に奉仕することを提唱
し、ロータリークラブとして地域社会に「奉仕の理
想」を実施していく。

２.事業計画
⑴職業奉仕の実践に不可欠な「四つのテスト」を例
会場に提示する。

⑵各委員会と連携の上、活動を検討する。
⑶地域社会に貢献する企業へ職場訪問を行う。

社会奉仕委員会
委員長　録田　幸裕

１.基本方針
・地域社会や地域住民の生活向上の為に、奉仕活動
を実施する
・姉妹クラブと連携した奉仕活動を実施する
・各委員会と協力連携をして、奉仕活動を実施する

２.事業計画
⑴RCC事業のおひさま食堂のサポートを継続して
いく。
⑵地域の課題解決の一助として、地区補助金を活用
してクラブ行事として子ども元気プロジェクトを
年３回行う。ひいては、補助金のみに頼らずメン
バーから物品等を募集して更なる地域貢献を果た
していく。
⑶その他、地域の社会課題について、ロータリー内
外から要請があった場合には、理事会決定に基づ
いて、その運営を行う。
⑷公共イメージ委員会と協力し、FMぱるるんで放
送されている「学童の帰宅時犯罪防止CM」の継
続

青少年奉仕委員会
委員長　山下　真悟

１.基本方針
　次世代を担う青少年の多様なニーズを意識しつ
つ、より良き未来を確実なものとする為に地域社会
の青少年に将来への準備を支援していく。
　ロータリーの価値観を学ぶ機会を提供し、地域に
貢献する人材を育成する活動に協力する。

２.事業計画
⑴水戸南RC杯ミニバスケットボール大会の開催。
ミニバス事業（20年以上継続）の継続。
→新たな事業も検討
⑵水戸南RCジュニエコ事業2025『～子供たちと
育む～inみと』
子供たちを育むことに挑戦。
⑶米山奨学生を含め、ライラ、青少年交換プログラ
ムの参加を勧める。
⑷ライラセミナーへの参加

国際奉仕・姉妹友好クラブ委員会
委員長　橋本　　哲

１．基本方針
　ロータリー７つの重点項目のうち、『疾病予防と
治療』『水と衛生』『母子の健康』『地域社会の発
展』に着目した国際奉仕活動、姉妹友好クラブとの
交流活動を行う。

２.事業計画
⑴姉妹・友好クラブと協働する国際奉仕事業の企画
及び運営。

⑵姉妹・友好クラブと協働するグローバル補助金を
活用した事業の企画及び運営。

⑶姉妹・友好クラブとの親睦活動の企画及び運営。
⑷当クラブ独自の国際奉仕活動の企画及び運営。
⑸国際ロータリー第2820地区『この指とまれ』事
業の提唱及び運営。

ロータリー財団委員会
委員長　藤沼　健二

１.基本方針
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が、人
びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、
環境保護に取り組み、貧困をなくすことを通じて、
世界理解、親善、平和を達成できるようにすること
です。
　これらを、財団寄付を通じて、クラブ会員が実践
出来るように、財団及び補助金事業についての会員
の理解増進に努め、財団への寄付をお願いすること
です。

２.事業計画
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付
150ドル・ポリオ30ドル）

⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名
以上

2025－2026年度　地区補助金活用「子ども元気
プロジェクト2025」

米山記念奨学委員会
委員長　上野　義哉

１.基本方針
⑴米山奨学生をクラブ全体でサポート、ロータ
リー・日本の心を伝える。

⑵全会員に米山記念奨学の理解、啓蒙を図り献金を
お願いする。

⑶米山奨学生の国について学び、本人からの報告の
機会を設ける。

２.事業計画
⑴寄付目標、会員一人当たり25,000円
（普通寄付：5,000円、特別寄付：20,000円）
⑵米山奨学生 ダミディンスレン，イシインホロル
さん（モンゴル）の出席の際に近況報告を実施
し、クラブHPに掲載する。

⑶米山月間（10月）に米山関係者の卓話
⑷平山桜子カウンセラーと協力して奨学生と交流を
図る。

⑸米山記念奨学の理解を深めるため、会員の交流を
図るため、静岡にある米山梅吉記念館への訪問ツ
アー実施を目指す。

ニコニコBOX委員会
委員長　平山　桜子

１.基本方針
　ニコニコBOX（スマイルボックス）は奉仕活動
資金となります。

　言葉の通り、お祝い事などニコニコしながら慶び
を分かち合い、迷惑、失敗したりした時も苦笑いし
ながら親睦を増進出来ればと考えております。

２.事業計画
⑴お一人当たりの年間献金額３万円以上を目標とい
たします。
⑵献金のお願いの声かけをさせていただきます。
⑶報告時、できる限り頂いたメッセージをお伝えい
たします。
⑷子ども元気プロジェクトへの献金もお願いいたし
ます。

会計委員会
委員長　篠原　　勉

１.基本方針
　クラブ会計の健全財政を目指し、予算管理と厳正
な会計処理を行う。

２.事業計画
⑴会長・幹事と連携し、クラブの運営が資金面で円
滑に行えるよう努める。
⑵事務局と連携し、遅滞なく支払事務を行う。
⑶中間決算書を作成し、例会において会員に報告す
る。
⑷効率的なクラブ運営のため、各委員会に予算超過
のないよう要請する。

会員組織委員会
委員長　島根　昌明

１.基本方針
　RI会長・第2820地区瀬戸隆海ガバナー・石井浩
一会長の方針に従い、会員組織の連携を図り、円満
な委員会活動を目指します。

２.事業計画
　会員組織の４つの委員会がスムーズな委員会活動
を推進できるよう協力し、ロータリー活動を楽しめ
るように手助けし、会員増強を達成するために退会
防止に努めてまいります。

職業分類委員会
委員長　及川　　譲

１.基本方針
⑴総務省統計局の日本標準産業分類を基本として、
職業分類を決める。

⑵特定職業に偏らず、バランスの取れた職業分類の
クラブを目指す。

２.事業計画
⑴会員選考に関わる未開放業種については、速やか
に開放する。

⑵職業分類変更の申し出に対し、速やかに理事会へ
提案する。

⑶関連委員会との連携を図り、充填業種の選考を行
う。

会員選考委員会
委員長　鈴木　憲一

１.基本方針
・推薦された新会員候補者が、職業人そしてロータ
リアンとして適格であるか慎重に審査する。

・ロータリアンの三大義務（出席・会費納入・雑誌
の購読）を果たすことができるか。

・ロータリアンとして必要最小限の財政負担に耐え
られる人物か。

２.事業計画
・新会員候補者が推薦された場合に、その新会員候
補者について選考するための委員会を開催する。

・必要に応じ、職業分類委員会、会員増強委員会、
ロータリー情報委員会との情報集会を開催する。

会員増強委員会
委員長　川﨑　英輝

１.基本方針
　会長方針及びクラブ目標に則り、新会員10名の
入会を目指し、会員増強に努め、出席率の低い会員
に対しても退会防止のため、他委員会と協力しフォ
ローしてまいります。

２.事業計画
⑴新会員10名の増強
⑵出席率の低い会員に対するフォロー
⑶現会員とのコミュニケーションを増やし、新会員
候補者の情報収集

⑷公共イメージ委員会と協力し、会員増強ツールの
構築

ロータリー情報委員会
委員長　粂田　信行

１.基本方針
　新会員に次の情報を提供し、クラブの活動が円滑
に行えるよう支援する。
⑴ロータリーの情報
⑵クラブの組織・活動についての情報
⑶RI・ガバナー・クラブ会長の方針についての情報

２.事業計画
⑴「今日からロータリアン」を教材に使用し、入会
前のオリエンテーションを行う。

⑵1－3奉仕研究会をサポートし、退会防止と会員
増強に努める。

クラブ管理運営委員会
委員長　米田　英雄

１.基本方針
　今年度会長の方針「Enjoy Rotary！」を実現
することを基本方針として、各委員会が円滑な運営
が出来るように努める。
　クラブの効率的な運営を通じて、会員相互協力と
活発な奉仕活動が推進出来るように努める。

２.事業計画
⑴構成される８委員会が活発に活動できるようサ
ポートし、例会を魅力あるものにする。

⑵情報集会を都度開催し、各委員会の問題点を検
討・改善を進める。



ロータリーソング斉唱 川上幹事へバッチ引継ぎ石井会長へバッチ引継ぎ

タイに行ってきます！卓話『今年度の方針について』　石井会長、川上幹事

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ
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幹 事 報 告

７月第１例会　７月４日（金）７月第１例会　７月４日（金）

週 報

Weekly Report 
Rotary Club of Mito-Minami水戸南

  ロータリークラブ
RIテーマ：よいことのために手を取りあおう　地区スローガン：時は今 ところ足元 そのことに 打ち込む命 永久の御命
クラブ会長方針：『Enjoy Rotary！』（ロータリーを楽しもう！）

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

タイ・シーロムRC会長就任式・友好クラブ調印
式、グローバル補助金を活用した医療機器贈呈式に
参加しました
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　（19名）
鈴木（憲）、石川（啓）、兼子、石井、米田、原口、廣澤、
谷島、橋本、川澄、宇留野、山崎、録田、中庭、桑名、高梨、
薗部、鈴木（優）、川上

タイ・シーロムRC会長就任式・友好クラブ調印式
が開催されました
①７月５日㈯
友好クラブのタイ・シーロムRCの会長就任式・
友好クラブ調印式で、石井会長がシーロムRCネ
リー会長就任へのお祝いスピーチを行いました。
また、水戸南RC訪問団全員でステージにて、リ
クエストされた歌「昴（すばる）｣をお祝いとして
熱唱させていただきました。
②７月７日㈪
グローバル補助金を活用した医療機器贈呈式でア
ムナートチャルーン病院、カンタルーク病院を訪
問し、現地での稼働状況を確認しました。

1－3奉仕研究会が開催されます
日　時：7月17日㈭　勉強会 18:30～
　　　　　　　　　　懇親会 19:00～
会　場：でん助　大工町1-6-6-18
　
次回例会日程
日　時：７月18日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：親睦の時間「７月の誕生祝い」
　　　　卓話「ガバナー公式訪問に備えて」

金澤卓也第3分区ガバナー補佐（水戸西RC）

１

２

３

４

2025年７月11日（金）

 1. 点鐘・開会 
 2. ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 石井浩一会長
 5. 雑誌の時間 鈴木由紀子雑誌委員長
 6. 会　食
 7. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
 8. 幹事報告

―　休　憩（１分間）　―
 9. クラブ協議会「委員会事業計画」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、
親睦活動、会場運営、プログラム、
公共イメージ、会報、IT資料、雑誌、
奉仕プロジェクト、職業奉仕、社会奉仕、
青少年奉仕、国際奉仕・姉妹友好クラブ、
ロータリー財団、米山記念奨学、
ニコニコBOX、会計

10. ロータリーソング
11. 点鐘・閉会

７月第２例会プログラム
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母子の健康月間

■会員メークアップ
７/２　水戸西RC　大金　誠

■米山BOX（７月４日（金）扱）
井澤卓司会員……米山功労者献金(第3回)

10,000円（累計930,000円）
宇留野秀一会員…米山功労者献金(第6回)

10,000円（累計360,000円）
小泉正史会員……米山功労者献金(第3回)

10,000円（累計230,000円）
平山桜子会員……米山功労者献金(第7・8回)

20,000円（累計180,000円）
上野義哉会員……米山功労者献金(第2・3回)

20,000円（累計130,000円）
藤沼賢二会員……準米山功労者献金(第4回)

10,000円（累計 40,000円）
桑名武之会員……準米山功労者献金（第4回）

10,000円（累計 40,000円）

■財団BOX（７月４日（金）扱）
鈴木憲一会員……財団の友献金（第10回）

＄100　 14,500円(累計＄22,000）
米田英雄会員……メモリアル・コントリビューター（母 すみの為に）
　　　　　　　　財団の友献金（第5回）

＄100　 14,500円(累計 ＄5,500）
川上英則会員……ポール・ハリス・ソサエティ献金（第3～10、1・2回）

＄1,000　145,000円（累計 ＄4,200）
宇留野秀一会員…財団の友献金（第7回）

＄100　 14,500円(累計 ＄3,700）
小泉正史会員……財団の友献金（第7回）

＄100　 14,500円(累計 ＄2,700）
藤沼健二会員……財団の友献金（第6回）

＄100　 14,500円（累計 ＄600）

■ニコニコＢＯＸ（７月４日㈮扱）

この計　　　７件　　　90,000円

この計　　　６件　　　$1,500　　　217,500円

川上英則会員……
廣澤一浩会員・録田幸裕会員
　　　　　　……
笹館康男会員……
米田英雄会員……
深谷　智会員……
水口二良会員……
根本祐次会員・宇留野秀一会員
　　　　　　……
篠原　勉会員……
兼子充裕会員……

島根昌明会員・赤岩賢二会員・米川幸喜会員・小泉正史会員・
上野義哉会員・薗部まゆみ会員・谷島孝明会員・久保田規子会員
　　　　　　……
川﨑英輝会員……
鈴木由紀子会員…
原口一吉会員……
長岡秀典会員……

鈴木さちよ会員…
石川啓司会員……

中庭浩実会員……

平山桜子会員……

会員の皆様、一年間どうぞ宜しくお願いします。

石井会長、川上幹事一年間、宜しくお願いします。
会長、幹事、理事役員の皆様宜しくお願いします。
石井会長、川上幹事一年間頑張って下さい。
石井会長、川上幹事一年間宜しくお願いします。
石井、川上年度の出発を祝して。

石井会長、川上幹事一年間頑張って下さい。
石井会長、川上幹事、今年度宜しくお願いします。
前年度、慰労会有難うございました。石井会長、
川上幹事一年間宜しくお願いします。

石井会長、川上幹事一年間宜しくお願い致します。
石井年度スタートです！一年間宜しくお願いします。
石井会長、川上幹事、今年度宜しくお願い致します。
BKKへの行き帰り守られますように！
今年度、会場運営委員長をやらせていただくこと
になりました。一年間宜しくお願い致します。
新年度宜しくお願いします。
グローバルグラントの資金活用のプロジェクト、
タイ北東部の２つの地方病院への医療器材贈呈の
ツアーに行って参ります。
石井会長、川上幹事、今年度も宜しくお願いしま
す。バンコクでも宜しくお願いします。
石井会長、川上幹事一年間宜しくお願いします。

この計　　　27件　　　103,000円

前週訂正出席率73.91％
（　）は、Zoom75名 45＋（2）名 28名 70.15％７月第１例会（７月４日）

出席状況
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■2024-2025年度の出席100％会員は下記の方々です。
赤岩賢二　　藤沼健二　　深谷　智　　二川隆司　　原口一吉
長谷川國雄　　平山桜子　　人見光一　　石井浩一　　石川啓司
井澤卓司　　兼子充裕　　川上英則　　川﨑英輝　　小泉正史
水口二良　　中庭浩実　　根本 次　　大金　誠　　小川啓子
岡村太郎　　太田聖史　　録田幸裕　　笹館康男　　島根昌明
篠原　勉　　薗部まゆみ　　鈴木憲一　　上野義哉　　宇留野秀一
谷島孝明　　米田英雄　　米川幸喜　　　　　　　（計33名）


